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銅
板
屋
根
葺
き
替
え
工
事
「
武
蔵
一
宮 
氷
川
神
社
」

伊
勢
の
飴
は
、「
銅
釜
」
で
生
ま
れ
る

第
53
回
日
本
銅
セ
ン
タ
ー
賞 

受
賞
者
紹
介

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
大
盛
況
「
ア
ー
ス
デ
イ
」、「
サ
イ
エ
ン
ス
・
デ
イ
」
な
ど



No.

私
が
三
井
金
属
に
入
社
し
た
き
っ
か
け
の
一
つ
は
、
先
輩
か
ら
「
自
由
な

社
風
で
、
何
で
も
言
え
る
会
社
」
と
聞
い
た
こ
と
で
し
た
。
仕
事
を
重
ね
る

な
か
で
、
そ
の
言
葉
は
単
な
る
雰
囲
気
で
は
な
く
、
新
し
い
も
の
を
生
み
出

す
土
壌
で
あ
る
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。
私
の
銅
と
の
主
な
関
わ
り
は
銅
箔
事

業
で
し
た
。
上
尾
事
業
所
長
と
し
て
、
お
客
様
の
ご
要
望
に
お
応
え
し
な
が

ら
、
銅
と
い
う
素
材
が
、
厚
み
や
形
、
機
能
を
変
え
て
、
新
た
な
価
値
を
生

み
出
し
て
い
く
姿
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
私
に
と
っ
て
忘
れ
が
た
い

経
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

銅
は
、
古
く
か
ら
人
の
暮
ら
し
と
と
も
に
あ
っ
た
金
属
で
あ
り
、
今
日
で

は
現
代
社
会
の
基
盤
を
支
え
る
素
材
で
も
あ
り
ま
す
。
電
気
と
熱
を
よ
く
伝

え
、
加
工
し
や
す
い
と
い
う
特
性
は
、
情
報
通
信
や
半
導
体
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
活
か

さ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
の
電
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
ほ
ど
、
銅
に
求
め
ら

れ
る
役
割
は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
広
が
り
を
よ
く
映
し
出
す
も
の
の
一
つ
が
、
銅
箔
で
す
。
電
子
機
器

の
高
性
能
化
が
進
む
に
つ
れ
、
薄
く
、
均
一
で
、
信
頼
性
の
高
い
銅
箔
へ
の

要
求
は
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高
い

要
求
に
真
摯
に
応
え
よ
う
と
す
る
過
程
で
こ
そ
、
素
材
を
扱
う
当
社
の
技
術

は
磨
か
れ
て
き
ま
し
た
。

姿
を
変
え
、

価
値
を
つ
な
ぐ
銅

201

当
社
が
大
切
に
し
て
き
た
の
は
、「
探
索
精
神
」
と
「
多
様
な
技
術

の
融
合
」
で
す
。
三
十
を
超
え
る
元
素
を
扱
っ
て
き
た
技
術
、
設
備
、

人
財
を
土
台
に
、
素
材
と
機
能
を
技
術
で
つ
な
ぎ
、
時
代
が
求
め
る
商

品
を
形
に
し
て
き
ま
し
た
。
銅
は
単
独
で
も
力
を
発
揮
し
ま
す
が
、
ほ

か
の
素
材
や
技
術
と
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
、
新
し
い
機
能
を
生
み
出

し
ま
す
。
そ
の
懐
の
深
さ
こ
そ
、
銅
と
い
う
金
属
の
魅
力
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
銅
を
含
む
製
錬
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

可
能
性
も
広
げ
て
い
ま
す
。
銅
、
亜
鉛
、
鉛
、
金
、
銀
に
加
え
、
錫
、

ア
ン
チ
モ
ン
、
ビ
ス
マ
ス
な
ど
、
多
様
な
有
価
金
属
の
回
収
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
使
い
、
金
属
の
拡
散
を
防

ぎ
、
循
環
型
社
会
を
支
え
て
い
く
こ
と
は
、
素
材
産
業
に
携
わ
る
当
社

が
果
た
す
べ
き
役
割
の
一
つ
で
す
。
銅
は
、
使
わ
れ
て
終
わ
る
素
材
で

は
な
く
、
社
会
の
中
で
幾
度
も
価
値
を
発
揮
し
得
る
素
材
で
も
あ
り
ま

す
。外

部
環
境
は
、こ
れ
か
ら
も
絶
え
ず
移
り
変
わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
変
化
に
振
り
回
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
柔
軟
に
向
き
合

い
な
が
ら
、
中
長
期
の
視
点
で
銅

の
可
能
性
を
見
つ
め
続
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
長
い
歴
史
を
重

ね
な
が
ら
、
な
お
新
し
い
時
代
を

支
え
る
力
を
秘
め
た
銅
。
そ
の
可

能
性
を
一
つ
ひ
と
つ
確
か
な
価
値

へ
と
つ
な
ぎ
、
銅
と
と
も
に
、
次

の
時
代
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
日
本
銅
セ
ン
タ
ー 

会
長

三
井
金
属
株
式
会
社 
代
表
取
締
役
社
長

池
信 

省
爾

２	

カ
パ
ー
ロ
マ
ン

姿
を
変
え
、
価
値
を
つ
な
ぐ
銅

３	

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

武
蔵
一
宮 

氷
川
神
社

　
銅
板
屋
根
葺
き
替
え
工
事

4・5	

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ 

　
　
　
　�

タ
ツ
タ
電
線
株
式
会
社	

　�

銅
の
技
術
で
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
、

最
先
端
を
創
る

6・7	

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ 

　
　
　
　
株
式
会
社
コ
ロ
ナ	

　
　
　
　
　「
今
の
快
適
」
に
、
満
足
し
な
い
。

8・9	

カ
パ
ー
ワ
ー
ル
ド 

　
　
　
　
松
屋
製
菓
株
式
会
社

　
　
　
　
　
伊
勢
の
飴
は
、
銅
釜
で
生
ま
れ
る

10・11	

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ 

　
　
　
　
式
年
遷
宮
記
念 

せ
ん
ぐ
う
館

　
　
　
　
　
伊
勢
神
宮
を
支
え
る
銅
の
秘
密

12・13	

カ
パ
ー
ト
ピ
ッ
ク
ス 

　
　
　
　
株
式
会
社
関
水
金
属

　
　
　
　
　
手
の
ひ
ら
に
乗
る
列
車
は
、

　
　
　
　
　
銅
の
回
路
で
線
路
を
走
る

14・15	

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

株
式
会
社
L
I
X
I
L

16・17	

カ
パ
ー
ワ
ー
ル
ド

東
京
藝
術
大
学
／
中
林
忠
良
名
誉
教
授

18・19	

銅
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス

ア
ー
ス
デ
イ 

in 

桐
生
／
学
都
「
仙
台
・

宮
城
」
サ
イ
エ
ン
ス
・
デ
イ
／
　
ほ
か

電気銅

VSP™（高周波基板用電解銅箔）

Microthin™（キャリア付き極薄銅箔）

2



3

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
に
鎮
座
す
る
武
蔵
一
宮 

氷
川
神

社
。
須
佐
之
男
命
、
稲
田
姫
命
、
大
己
貴
命
を
御
祭
神
と
し
、
第

五
代
孝
昭
天
皇
の
御
代
に
創
立
さ
れ
た
と
伝
わ
る
古
社
で
あ
る
。

平
安
時
代
の
『
延
喜
式
神
名
帳
』
で
は
名
神
大
社
に
列
せ
ら
れ
、

武
蔵
国
の
一
宮
と
し
て
朝
廷
や
武
家
、
地
域
の
人
々
か
ら
篤
い
崇

敬
を
集
め
て
き
た
。「
大
宮
」
の
地
名
も
、
同
社
を
「
大
い
な
る

宮
居
」
と
称
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。

令
和
10
年
に
は
御
鎮
座
２
５
０
０
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎

え
、
そ
の
奉
祝
事
業
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
境

内
建
物
の
耐
震
補
強
と
銅
板
屋
根
の
葺
き
替
え
工
事
で
あ
る
。
令

和
７
年
に
建
物
の
現
状
調
査
を
行
い
、
令
和
８
年
２
月
に
着
工
。

ま
ず
は
本
殿
、
拝
殿
、
舞
殿
な
ど
、
御
鎮
座
２
５
０
０
年
祭
に
関

わ
る
主
要
な
建
物
を
整
備
し
、
そ
の
後
も
楼
門
や
回
廊
へ
と
工
事

を
展
開
し
て
い
く
長
期
計
画
で
あ
る
。

工
事
全
体
を
請
け
負
う
株
式
会
社
山
崎
工
務
店
の
常
務
取
締

役
・
沢
崎
真
弥
さ
ん
に
よ
る
と
、
本
殿
の
既
存
屋
根
は
昭
和
39
年

に
施
工
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
そ
れ
以
前
は
檜
皮
葺
き
で
、
約

60
年
前
に
銅
板
葺
き
へ
と
改
め
ら
れ
た
。
長
年
に
わ
た
り
社
殿
を

守
っ
て
き
た
銅
板
に
は
、
雨
漏
り
を
補
修
し
た
跡
や
コ
ー
キ
ン
グ

の
跡
、
部
分
的
な
変
色
な
ど
も
確
認
さ
れ
、
御
鎮
座
２
５
０
０
年

を
機
に
全
面
的
な
更
新
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

施
工
で
は
、
既
存
の
銅
板
と
下
地
板
を
取
り
外
し
た
後
、
垂
木

や
小
屋
組
み
の
金
物
を
補
強
し
、
新
た
な
下
地
板
を
施
工
す
る
。

そ
の
上
に
、
銅
板
工
事
を
担
当
す
る
有
限
会
社
望
月
板
金
の
代
表

取
締
役
・
石
井
太
一
郎
さ
ん
ら
職
人
が
、
一
枚
ず
つ
銅
板
を
葺
い

て
い
く
。
本
殿
に
は
建
物
全
体
を
覆
う
素
屋
根
が
設
け
ら
れ
、
雨

天
時
に
も
作
業
を
継
続
で
き
る
環
境
が
整
え
ら
れ
た
。

一
方
、
参
拝
者
が
絶
え
ず
、
多
く
の
神
事
や
祭
事
が
営
ま
れ
る

神
社
で
の
工
事
に
は
、
通
常
の
現
場
と
は
異
な
る
配
慮
が
求
め
ら

れ
る
。
月
次
祭
な
ど
の
時
間
帯
に
は
作
業
を
止
め
、
音
を
出
さ
な

い
よ
う
徹
底
。
資
材
は
参
拝
者
と
の
交
錯
を
避
け
る
た
め
境
内
裏

手
か
ら
搬
入
し
、
安
全
な
参
拝
動
線
の
確
保
に
も
努
め
て
い
る
。

夏
季
に
は
銅
板
の
強
い
照
り
返
し
や
熱
へ
の
対
策
も
欠
か
せ
ず
、

職
人
た
ち
は
こ
ま
め
な
休
憩
と
給
水
を
取
り
な
が
ら
作
業
を
進
め

る
。葺

き
上
が
っ
た
ば
か
り
の
銅
板
は
、
陽
光
を
受
け
て
鮮
や
か
な

輝
き
を
放
つ
。
や
が
て
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
で
褐
色
か
ら
黒

褐
色
へ
と
変
化
し
、
長
い
年
月
を
経
て
緑
青
を
ま
と
っ
て
い
く
。

こ
う
し
た
色
の
変
化
は
、
銅
が
表
面
に
保
護
皮
膜
を
形
成
し
、
建

物
を
守
り
続
け
て
い
る
証
し
で
も
あ
る
。

今
回
の
工
事
は
、
御
鎮
座
２
５
０
０
年
を
祝
う
た
め
だ
け
の
も

の
で
は
な
い
。
そ
の
先
の
百
年
、
さ
ら
に
そ
の
先
の
時
代
へ
、
歴

史
あ
る
社
殿
を
受
け
継
ぐ
た
め
の
修
営
で
あ
る
。
職
人
た
ち
の
手

に
よ
っ
て
丁
寧
に
葺
か
れ
た
一
枚
一
枚
の
銅
板
が
、
武
蔵
一
宮
の

新
た
な
歴
史
を
静
か
に
刻
み
始
め
て
い
る
。

武
蔵
一
宮 

氷
川
神
社

　

銅
板
屋
根
葺
き
替
え
工
事

■ 

御
鎮
座
２
５
０
０
年
に
向
け
て
銅
の
輝
き
再
び 

■

御鎮座 2500 年
記念事業 第一期工事

①本殿
耐震補強工事・銅板屋根
葺き替え工事
工期：�令和 8 年 2月19日～

令和 8 年 7月15日
②拝殿
耐震補強工事・銅板屋根
葺き替え工事
工期：�令和 8 年 6月15日～

令和 8 年 12月15日

所在地
〒330-0803 
埼玉県さいたま市大宮
区高鼻町 1-407

Reportage

右／株式会社山崎工務店の常務取締役・沢崎真弥さん　
左／有限会社望月板金の代表取締役・石井太一郎さん

60年前の銅板の裏に氏名。銅板奉納が行われたのであろう。
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品
質
を
左
右
す
る
重
要
工
程
は
、
導
体
、
伸
線
、

絶
縁
の
三
つ
で
あ
る
。
導
体
性
能
は
も
ち
ろ
ん
、
絶

縁
体
の
厚
さ
、
外
径
、
撚
り
ピ
ッ
チ
、
表
面
状
態
な

ど
確
認
項
目
は
多
い
。
工
場
で
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
や

日
本
電
線
工
業
会
規
格
に
基
づ
く
試
験
に
加
え
、
外

径
や
表
面
状
態
、
絶
縁
状
態
を
監
視
す
る
イ
ン
ラ
イ

ン
検
査
を
導
入
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
し
た
製
品
管

理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
各
工
程
の
履
歴
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
把
握
す
る
。
決
め
ら
れ
た
手
順
を
守
り
、
必

要
に
応
じ
て
改
善
を
重
ね
る
姿
勢
が
、
長
期
信
頼
性

を
支
え
て
い
る
。

鉄
道
分
野
で
は
施
設
用
と
車
両
用
の
両
面
で
製
品

を
展
開
す
る
。
信
号
、
変
電
・
電
力
、
電
路
、
不
感

地
対
策
な
ど
を
支
え
る
施
設
用
電
線
、
細
径
化
・
軽

量
化
に
対
応
す
る
車
両
用
電
線
に
加
え
、
Ｆ
Ａ
・
ロ

ボ
ッ
ト
向
け
の
高
力 

ケ
ー
ブ
ル
や
、
優
れ
た
可
と
う

性
を
持
つ
「
か
る
ま
げ 

」
も
紹
介
さ
れ
た
。
極
細
の

ワ
イ
ヤ
か
ら
、鉄
道
や
電
力
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
ケ
ー

ブ
ル
ま
で
。
タ
ツ
タ
電
線
の
現
場
に
は
、
銅
を
細
く
、

強
く
、
し
な
や
か
に
加
工
し
、
社
会
の
求
め
る
性
能

へ
と
変
え
て
い
く
技
術
が
息
づ
い
て
い
た
。

タ
ツ
タ
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
説
明
を
受
け
た

の
は
、
フ
ァ
イ
ン
ワ
イ
ヤ
事
業
の
主
力
製
品
で
あ
る

高
純
度
銅
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ワ
イ
ヤ
で
あ
る
。ボ
ン
デ
ィ

ン
グ
ワ
イ
ヤ
は
、
半
導
体
チ
ッ
プ
と
外
部
端
子
を
電

気
的
に
接
続
す
る
極
細
の
金
属
線
。
か
つ
て
は
金
ワ

イ
ヤ
が
主
流
だ
っ
た
が
、
金
価
格
の
高
騰
を
背
景
に
、

銅
ワ
イ
ヤ
へ
の
置
き
換
え
が
進
ん
で
い
る
。
銅
は
材

料
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
電
気
伝
導

性
や
放
熱
性
に
も
優
れ
、
車
載
用
Ｉ
Ｃ
や
産
業
機
器

向
け
パ
ワ
ー
半
導
体
モ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、
高
温
環
境

下
で
長
期
信
頼
性
が
求
め
ら
れ
る
用
途
で
力
を
発
揮

す
る
。

同
社
が
力
を
入
れ
る
の
は
、
６
Ｎ
、
す
な
わ
ち
純

度99.9999

％
以
上
の
高
純
度
銅
を
用
い
た
ボ
ン
デ
ィ

ン
グ
ワ
イ
ヤ
で
あ
る
。
不
純
物
を
抑
え
る
こ
と
で
、

ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
時
に
形
成
さ
れ
る
ボ
ー
ル
が
柔
ら
か

く
な
り
、
半
導
体
チ
ッ
プ
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
抑
え
や

す
い
。
ま
た
、
塩
素
や
硫
黄
な
ど
腐
食
の
原
因
と
な

る
元
素
を
極
力
低
減
す
る
こ
と
は
、半
導
体
メ
ー
カ
ー

の
歩
留
ま
り
向
上
に
も
つ
な
が
る
。
銅
を
単
な
る
金

の
代
替
と
せ
ず
、
電
子
材
料
と
し
て
の
価
値
を
高
め

て
い
る
点
に
、
同
社
の
技
術
力
が
あ
る
。

製
造
は
、
高
純
度
銅
を
約
８
ｍ
ｍ
径
の
棒
状
素
材

に
す
る
連
続
鋳
造
工
程
か
ら
始
ま
る
。
鋳
造
さ
れ
た

銅
材
は
、
単
頭
伸
線
、
連
続
伸
線
を
経
て
、
目
的
の

線
径
ま
で
段
階
的
に
細
く
加
工
さ
れ
る
。
さ
ら
に
最

終
軟
化
で
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
適
し
た
柔
ら
か
さ
へ
調

整
し
、
巻
き
替
え
・
検
査
を
経
て
製
品
と
な
る
。
細

線
化
が
進
む
ほ
ど
、
わ
ず
か
な
非
金
属
介
在
物
や
傷
、

ゴ
ミ
、
汚
れ
が
断
線
や
品
質
不
良
に
つ
な
が
る
た
め
、

原
材
料
か
ら
ワ
イ
ヤ
に
触
れ
る
部
品
ま
で
、
細
部
に

わ
た
る
管
理
が
欠
か
せ
な
い
。
安
定
し
た
量
産
を
支

え
る
の
は
、
素
材
を
見
極
め
、
工
程
ご
と
に
条
件
を

整
え
る
地
道
な
管
理
の
積
み
重
ね
で
あ
る
。

次
に
訪
れ
た
大
阪
工
場
で
は
、
電
線
・
ケ
ー
ブ
ル

の
製
造
現
場
を
見
学
し
た
。
同
工
場
で
は
、
建
設
・

電
販
分
野
、
電
力
会
社
向
け
、
原
子
力
発
電
所
向
け
、

太
陽
光
発
電
向
け
、
近
年
存
在
感
を
増
す
鉄
道
分
野

な
ど
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
多
様
な
ケ
ー
ブ
ル

を
製
造
し
て
い
る
。
電
力
用
Ｃ
Ｖ
Ｔ
ケ
ー
ブ
ル
の
製

造
工
程
は
、
銅
線
を
細
く
引
き
伸
ば
す
伸
線
、
所
定

の
サ
イ
ズ
に
撚
り
合
わ
せ
る
導
体
撚
り
、
絶
縁
体
を

被
覆
す
る
絶
縁
、
外
側
に
保
護
層
を
設
け
る
シ
ー
ス
、

複
数
の
線
を
最
終
的
に
撚
り
合
わ
せ
る
被
覆
撚
り
の

五
つ
に
分
か
れ
る
。

電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
を
原
点
に
、
電
子
材
料
や
セ
ン
サ
ー
、
メ
デ
ィ
カ
ル
分
野
へ

事
業
を
広
げ
る
タ
ツ
タ
電
線
。
今
回
、
京
都
府
木
津
川
市
の
タ
ツ
タ
テ
ク
ニ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
と
、
東
大
阪
市
の
大
阪
工
場
を
訪
ね
、
半
導
体
を
支
え
る
極
細
ワ

イ
ヤ
と
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
担
う
ケ
ー
ブ
ル
の
現
場
か
ら
、
銅
の
技
術
が
生
み
出

す
価
値
と
品
質
を
支
え
る
取
り
組
み
を
２
拠
点
で
取
材
し
た
。

Reportage

R
R

タツタテクニカルセンターにて取材にご対応いただい
た方々。左から電子材料事業本部ファインワイヤ事業
部 製造部 主査 宝田 隆さん／電子材料事業本部 ファイ
ンワイヤ事業部長 長谷川 剛さん／電子材料事業本部 
ファインワイヤ事業部 営業部 部長 尾崎 清和さん

大阪工場にて取材にご対応いただいた方々。左からワ
イヤー & ケーブル事業本部 営業統括部 産業機器電線
営業部 部長 林 知則さん／ワイヤー & ケーブル事業本
部 営業統括部 産業機器電線営業部 営業第 4 グループ 
グループ長 南 明人さん／ワイヤー & ケーブル事業本
部 営業統括部 産業機器電線営業部 営業第 2 グループ 
グループ長 和田 圭史さん

❶高純度銅ボンディングワイヤ。❷タツタ電線の電子材料系技術を担
う開発・製造拠点タツタテクニカルセンターの全景。❸ハナイ・チエ
さんによるアート作品『命／宇宙』。タツタ電線のボンディングワイ
ヤを素材とした作品で「アーティスト・イン・ファクトリー東大阪 
2025」において東大阪市長賞を受賞した。❹高純度銅原料を溶解し
ながら直径 8mm の線材に成形する連続鋳造機。高純度銅ボンディン
グワイヤの製造は連続鋳造工程から始まる。❺鋳造を行う前のバー形
状の高純度銅原料。　

❻鉄道の信号・変電・電力分野などに用いら
れる施設用電線。❼高力銅合金を導体に用い、
可動部での耐久性を高めた FA・ロボット向
けケーブル。❽鉄道車両内の配線に用いられ
る、細径化・軽量化に対応した電線・ケーブル。
❾大小さまざまなケーブルドラム。大阪工場
内には、用途や仕様に応じた大小さまざまな
ケーブルが並ぶ。❿大阪工場での撚線工程（よ
りせんこうてい）。複数の細い金属線（素線）
を一定の張力で回転させながら、一本の束や
ロープ状に撚り合わせる製造工程。⓫「かる
まげ ®」。太径ケーブルでありながら優れた
可とう性を備え、狭い場所でも取り回しやす
く、データセンターなどの配線作業を支える。 

銅
の
技
術
で
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
、

最
先
端
を
創
る
タ
ツ
タ
電
線
株
式
会
社

❶

❷

❺

❻

❼

❽

❾

⓫

❿ ❹ ❸
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を
ま
と
め
て
い
ま
す
が
、
当
時
を
知
る
人
が
な
か
な

か
い
な
い
ん
で
す
。
泥
臭
い
話
も
あ
る
は
ず
な
の
で
、

そ
う
し
た
記
録
を
き
ち
ん
と
残
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」

も
の
づ
く
り
が
大
好
き
だ
と
語
る
久
保
田
さ
ん
は
、

後
進
の
育
成
に
も
人
一
倍
の
思
い
を
寄
せ
て
い
た
。

コ
ロ
ナ
で
培
わ
れ
た
も
の
づ
く
り
の
精
神
を
受
け
継

ぐ
人
材
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
。

続
い
て
、
長
岡
工
場
か
ら
車
で
30
分
ほ
ど
の
栃
尾

コ
ロ
ナ
へ
。
同
社
に
は
石
油
給
湯
機
の
熱
交
換
器
を

製
造
す
る
工
場
が
あ
る
。
１
９
７
３
年
に
「
石
油
瞬

間
給
湯
機
」
を
発
売
し
て
以
来
、
石
油
給
湯
機
は
コ

ロ
ナ
の
主
力
製
品
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
一
連
の
製

造
工
程
を
工
場
長
の
原
伸
樹
さ
ん
が
案
内
し
て
く
れ

た
。
銅
の
パ
イ
プ
が
機
械
で
く
ね
く
ね
と
曲
げ
ら
れ

る
様
子
か
ら
は
、
し
な
や
か
で
加
工
し
や
す
い
銅
の

特
性
が
実
感
で
き
る
。
人
の
手
に
よ
る
細
か
な
作
業

も
加
わ
り
、
徐
々
に
熱
交
換
器
の
形
に
な
っ
て
い
く
。

「
無
酸
化
炉
で
は
、
ろ
う
材
を
セ
ッ
ト
し
た
熱
交
換

器
を
８
０
０
℃
で
熱
し
て
ろ
う
付
け
し
ま
す
。
無
酸

の
で
は
、
と
考
え
ま
し
た
」

暮
ら
し
を
楽
に
す
る
機
能
的
な
満
足
に
加
え
、
心

が
は
ず
む
体
験
も
届
け
た
い
。
そ
の
思
い
か
ら
生

ま
れ
た
の
が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
コ
ラ
ボ
し
た
Ｓ
Ｌ

形
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド

「O
U

T
FIELD

（
ア
ウ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
）」
だ
。
屋
内

用
の
燃
焼
機
器
を
屋
外
へ
持
ち
出
す
こ
と
に
は
、
安

全
面
の
懸
念
か
ら
当
初
た
め
ら
い
も
あ
っ
た
と
い
う
。

「
当
時
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
使
わ
れ
て
い
た
ス
ト
ー
ブ

は
海
外
製
品
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
国
内
メ
ー
カ
ー
と

し
て
の
プ
ラ
イ
ド
も
あ
り
ま
し
た
。
何
よ
り
、
社
員

の
強
い
熱
意
に
背
中
を
押
さ
れ
ま
し
た
ね
」

こ
う
し
て
２
０
２
３
年
に
発
売
さ
れ
た
ア
ウ
ト
ド

ア
用
の
ス
ト
ー
ブ
は
売
れ
行
き
順
調
。新
製
品
の
ポ
ー

タ
ブ
ル
エ
ア
コ
ン
も
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
出
る
ほ
ど

の
人
気
ぶ
り
で
、
新
た
な
挑
戦
は
確
か
な
手
応
え
と

な
っ
て
返
っ
て
き
て
い
る
。

最
後
に
、
大
桃
社
長
に
１
０
０
周
年
へ
向
け
た
思

い
を
聞
い
た
。

「『
脱
炭
素
に
貢
献
す
る
企
業
』
と
胸
を
張
れ
る
10

年
に
し
た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、
社
員
に
と
っ
て
働

き
が
い
が
あ
り
、
よ
り
魅
力
の
あ
る
会
社
に
な
っ
て

い
き
た
い
。
そ
れ
が
新
た
な
『
次
の
快
適
』
を
生
む

商
品
開
発
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
」

脱
炭
素
の
流
れ
で
製
品
の
主
力
は
石
油
給
湯
機
か

ら
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
へ
移
り
つ
つ
あ
る
が
、
ど
ち
ら
に

も
欠
か
せ
な
い
熱
交
換
器
に
銅
は
不
可
欠
だ
。
省
エ

ネ
や
効
率
化
の
観
点
か
ら
も
銅
は
優
れ
た
存
在
で
あ

り
続
け
る
と
、
大
桃
社
長
は
力
強
く
語
る
。
創
業
の

精
神
を
胸
に
、コ
ロ
ナ
は
１
０
０
周
年
へ
向
け
た
「
次

の
快
適
」
を
作
り
続
け
て
い
く
。

取
材
は
ま
ず
、
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
の
生
産
拠
点
で
あ

る
長
岡
工
場
か
ら
始
ま
っ
た
。
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
は
空

気
の
熱
で
お
湯
を
沸
か
す
省
エ
ネ
給
湯
機
で
、
戸
建

て
住
宅
を
中
心
に
幅
広
く
普
及
し
て
い
る
。

70
年
の
歴
史
を
持
つ
同
工
場
で
は
、
昨
年
導
入
さ

れ
た
6
台
の
大
型
プ
レ
ス
機
が
稼
働
し
て
い
た
。
黄

色
の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
が
材
料
を
移
動
。
何
度
か
プ

レ
ス
し
て
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
の
外
装
が
仕
上
が
る
。
人

の
目
に
よ
る
念
入
り
な
チ
ェ
ッ
ク
を
経
て
、
組
み
立

て
か
ら
梱
包
ま
で
を
一
貫
生
産
す
る
体
制
だ
。

「
少
し
で
も
生
産
性
を
高
め
、
よ
り
良
い
も
の
を
提

供
で
き
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
生
産
も
着
実
に

増
え
て
い
ま
す
」

そ
う
語
る
長
岡
工
場
長
の
久
保
田
忍
さ
ん
に
よ
れ

ば
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
設
計
や
組
み
立
て
も
自
社
で
手
が

け
る
と
い
う
か
ら
驚
か
さ
れ
る
。
技
術
革
新
が
進
む

一
方
、
機
械
を
扱
え
る
人
材
は
減
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

「
今
、
90
周
年
を
前
に
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
開
発
の
歴
史

素
な
の
で
変
色
せ
ず
、
銅
の
き
れ
い
な
色
が
保
た
れ

ま
す
」

原
さ
ん
の
言
葉
通
り
、
ろ
う
付
け
を
終
え
た
熱
交

換
器
は
銅
の
美
し
い
色
に
輝
い
て
い
た
。
銅
の
塊
と

も
い
え
る
熱
交
換
器
の
完
成
だ
。

「
あ
の
時
『
で
き
ま
せ
ん
』
と
言
っ
て
い
た
ら
、
今

の
自
分
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

取
材
の
締
め
く
く
り
に
訪
ね
た
コ
ロ
ナ
本
社
で
、

代
表
取
締
役
社
長
の
大
桃
満
さ
ん
に
話
を
う
か
が
っ

た
。
入
社
以
来
、
経
理
一
筋
で
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
た

大
桃
社
長
の
転
機
は
30
歳
の
と
き
だ
っ
た
。
決
算
業

務
全
般
の
統
括
を
打
診
さ
れ
、「
や
り
ま
す
」
と
即
答

し
た
そ
う
だ
。
以
来
実
績
を
積
み
、
今
年
で
社
長
就

任
5
年
目
を
迎
え
る
。
も
う
す
ぐ
会
社
が
90
周
年
を

迎
え
る
こ
と
へ
の
思
い
を
た
ず
ね
た
。

「
先
人
た
ち
が
積
み
上
げ
た
歴
史
に
は
相
当
の
重
み

が
あ
り
、
そ
れ
を
背
負
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
90
年
は
ま
だ
通
過
点
で
、
そ
の
先
が
あ

る
と
い
う
思
い
が
非
常
に
強
い
で
す
ね
」

こ
れ
ま
で
も
豪
雪
や
水
害
、
地
震
を
乗
り
越
え
る

た
び
に
、『
誠
を
尽
く
し
て
努
力
す
れ
ば
不
可
能
は
な

い
。
必
ず
道
は
開
け
る
』
と
い
う
創
業
者
の
言
葉
が 

社
員
の
心
を
支
え
て
き
た
。
今
も
各
事
業
所
に
掲
げ

ら
れ
る
こ
の
理
念
は
「
コ
ロ
ナ
イ
ズ
ム
」
と
し
て
社

内
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
あ
ふ
れ
る
コ
ロ
ナ
が
追
い
求
め

る
の
は
、
技
術
や
数
字
だ
け
で
は
な
い
。

「
こ
れ
ま
で
『
ら
く
（
楽
）』
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
が
、『
た
の
（
楽
）
し
い
』
製
品
が
あ
っ
て
も
い
い

エ
コ
キ
ュ
ー
ト
の
生
産
拠
点

Reportage

▲組み立て前のエコキュートタンク

▲エコキュートの外装を作りあげる大型プレス機

銅
が
「
熱
交
換
器
」
に
生
ま
れ
変
わ
る

受
け
継
が
れ
る
創
業
精
神

機
能
を
超
え
て
、
心
が
弾
む
製
品
を

銅
の
未
来
と
「
次
の
快
適
」

１
９
３
７
年
、
石
油
コ
ン
ロ
の
製
造
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
株
式
会
社
コ
ロ
ナ
は
、
石
油
暖
房
機
器
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
業
界
を
牽
引
し
て

き
た
。
２
０
０
１
年
に
は
「
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
」
を
世
界
で
初
め
て
製
品
化
す
る
な
ど
、
そ
の
技
術
力
に
は
定
評
が
あ
る
。
２
０
２
７
年
に
創
業
90
周

年
の
節
目
を
迎
え
る
同
社
の
歩
み
と
展
望
に
迫
っ
た
。

▲本社の歴史展示ホールに設置さ
れたエコキュートカットモデル▲いくつもの工程を経て商品になっていく熱交換器

▲しなやかに形を変えつづける銅パイプ

長岡工場栃尾コロナ 「
今
の
快
適
」に
、

満
足
し
な
い
。
株
式
会
社
コ
ロ
ナ 

代
表
取
締
役
社
長

大
桃 

満 

さ
ん

 

石
油
暖
房
機
器
・エコ
キ
ュ
ー
ト
の
パ
イ
オ
ニ
ア
が「
銅
」と
歩
ん
だ
90
年

株式会社コロナ
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伊
勢
の
市
街
地
を
抜
け
て
車
を
10
分
ほ
ど
走
ら

せ
る
と
、
車
窓
に
の
ど
か
な
風
景
が
広
が
り
始
め

る
。
田
ん
ぼ
の
間
を
縫
う
よ
う
に
細
い
車
道
を
進

ん
で
い
く
と
、
≪
い
つ
も
あ
り
が
と
う
≫
と
い
う

言
葉
が
壁
に
印
刷
さ
れ
た
、
縦
じ
ま
模
様
の
工
場

が
見
え
て
き
た
。
伊
勢
で
唯
一
の
飴
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
松
屋
製
菓
株
式
会
社
の
本
社
工
場
だ
。
車
を

降
り
る
と
、
建
物
の
外
ま
で
ほ
の
か
な
甘
い
香
り

が
漂
っ
て
き
た
。
出
迎
え
て
く
れ
た
代
表
取
締
役

社
長
の
濵
口
智
さ
ん
と
、
商
品
開
発
室
の
東
裕
紀

さ
ん
に
ご
挨
拶
し
た
の
ち
、
さ
っ
そ
く
工
場
を
案

内
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

し
っ
か
り
と
手
を
消
毒
し
、
キ
ャ
ッ
プ
と
白
衣

を
身
に
着
け
て
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
マ
ス
ク
越

し
に
も
飴
の
い
い
匂
い
が
鼻
腔
を
く
す
ぐ
っ
て
く

る
。
大
量
の
黒
糖
が
積
ま
れ
て
い
る
様
子
な
ど
を

見
学
し
な
が
ら
進
ん
で
い
く
と
、
直
火
焚
き
の
エ

リ
ア
に
た
ど
り
着
い
た
。
瞬
時
に
汗
が
に
じ
ん
で

く
る
ほ
ど
の
、
も
の
す
ご
い
熱
気
だ
。

「
ひ
と
つ
の
機
械
に
6
つ
の
銅
釜
が
つ
い
て
お
り

ま
す
。
一
番
厚
い
釜
は
10
mm
ほ
ど
の
厚
み
が
あ
り

ま
す
」

東
さ
ん
が
煮
え
た
ぎ
る
銅
釜
の
そ
ば
で
説
明
し

て
く
れ
る
。
規
則
正
し
く
回
転
す
る
銅
釜
の
光
景

と
暑
さ
が
あ
い
ま
っ
て
、
こ
の
一
角
は
工
場
の
中

で
も
異
彩
を
放
っ
て
い
た
。
高
温
の
炎
で
焚
き
あ

げ
ら
れ
た
飴
は
、
冷
却
さ
れ
な
が
ら
人
の
手
や
機

械
の
力
を
借
り
て
色
や
形
を
変
え
て
い
く
。
淀
み

な
く
進
ん
で
い
く
工
程
の
な
か
で
、
色
と
り
ど
り

の
飴
が
で
き
て
い
く
光
景
は
見
て
い
る
だ
け
で
楽

し
い
。
個
包
装
や
検
品
を
経
て
梱
包
さ
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
商
品
が
、
倉
庫
に
高
く
積
ま
れ
て
い
た
。

一
連
の
製
造
ラ
イ
ン
を
見
届
け
た
後
、
お
話
を

う
か
が
っ
た
濵
口
社
長
は
自
社
の
強
み
を
こ
う
言

い
切
る
。

「
大
手
さ
ん
は
真
空
で
焚
く
け
ど
、
う
ち
は
釜

に
直
接
火
を
ガ
ン
ガ
ン
当
て
て
焚
く
。
そ
こ
が

決
定
的
な
違
い
で
す
」

現
在
の
主
流
は
、
気
圧
を
下
げ
て
低
温
で
飴

を
煮
詰
め
る
「
真
空
釜
」
だ
。
効
率
が
よ
く
火

力
管
理
も
容
易
な
た
め
、
多
く
の
メ
ー
カ
ー
が

採
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
素
材
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
し
き
れ
な
い
、
と
い

う
の
が
松
屋
製
菓
の
考
え
だ
。

「
低
温
で
は
香
料
の
乗
り
や
ミ
ル
ク
の
風
味
は

良
く
な
り
ま
す
が
、
飴
本
来
の
複
雑
な
味
わ
い

は
高
温
で
し
か
引
き
出
せ
な
い
ん
で
す
」

銅
釜
に
直
火
を
当
て
、
1
5
0
度
で
焚
き
上

げ
る
と
砂
糖
や
黒
糖
が
「
化
け
る
」。
こ
の
深
い

コ
ク
と
旨
味
は
、
高
温
と
銅
が
も
た
ら
す
絶
妙

な
調
和
の
産
物
な
の
だ
。

銅
は
熱
伝
導
率
が
高
く
、
直
火
の
熱
を
ム
ラ

な
く
伝
え
る
。
ス
テ
ン
レ
ス
や
ア
ル
ミ
で
は
得

ら
れ
な
い
、
均
一
で
力
強
い
加
熱
が
可
能
に
な
る

素
材
だ
。
銅
釜
の
製
作
に
は
高
い
技
術
力
が
必

要
だ
が
、
職
人
の
数
は
年
々
減
っ
て
お
り
、
銅

の
値
段
も
上
が
っ
て
い
る
。
課
題
も
多
い
な
か
、

松
屋
製
菓
が
こ
れ
か
ら
も
銅
釜
と
直
火
焚
き
に

こ
だ
わ
り
続
け
る
の
は
、
味
に
妥
協
し
た
く
な

い
か
ら
だ
。

「
20
年
近
く
使
い
込
ま
れ
た
銅
釜
も
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
重
ね
な
が
ら
現
役
で
稼
働
し
て
い
ま

す
」
と
濵
口
社
長
は
語
る
。

か
つ
て
は
職
人
が
指
で
飴
に
触
れ
、
焚
き
上

が
り
を
体
感
で
確
か
め
て
い
た
。
今
は
品
質
管

理
部
が
温
度
と
時
間
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
誰

で
も
安
定
し
た
品
質
を
保
て
る
体
制
を
整
え
て

い
る
。
職
人
の
感
覚
を
デ
ー
タ
に
落
と
し
込
む

効
率
重
視
で
は
真
似
で
き
な
い
、

銅
釜
と
直
火
の
組
み
合
わ
せ

▲代表取締役社長　濵口 智さん

Copper  World
カパーワールド

松屋製菓株式会社
伊勢神宮のお膝元・三重県伊勢市に、

日本でも数少ない独自の製法で飴を作り続ける会社がある。
創業 60 年を超える松屋製菓株式会社だ。

ほとんどの会社が真空煮詰め方式を導入するなか、
同社は今も銅釜に直接火を当て、150 度の高温で飴を焚き上げる。

「焦げる寸前ぎりぎりまで焚く」という伝統の技を、
銅という素材が支えているのだ。

伊
勢
の
飴
は
、

　
銅
釜
で
生
ま
れ
る

～
１
５
０
度
の
直
火
が
引
き
出
す
、
本
物
の
味
～

―
―
こ
う
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
技
術
が
、
銅

釜
で
焚
き
あ
げ
ら
れ
た
飴
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に

宿
っ
て
い
る
の
だ
。

同
社
の
飴
づ
く
り
の
原
点
は
昭
和
37
年
の
創
業

時
に
ま
で
遡
る
。
濵
口
社
長
に
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
う
か
が
っ
た
。

「
創
業
し
た
の
は
私
の
祖
父
な
ん
で
す
け
ど
、
あ

の
戦
争
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
飴
の
原
料
と
な
る
水

飴
を
芋
か
ら
作
っ
て
、
お
菓
子
屋
さ
ん
に
売
り
に

行
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
う
ち
に
、
本
格
的
な
飴

づ
く
り
が
始
ま
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
」

職
人
の
手
仕
事
か
ら
始
ま
っ
た
歴
史
は
、
昭
和

61
年
発
売
の
「
み
ぞ
れ
玉
」、
そ
し
て
平
成
6
年
に

誕
生
し
た
看
板
商
品
「
生
沖
縄
黒
飴
」
へ
と
繋
が
っ

て
い
く
。
沖
縄
県
産
の
黒
糖
を
使
用
し
、
飴
の
中

心
に
黒
糖
を
そ
の
ま
ま
閉
じ
込
め
た
「
セ
ン
タ
ー

イ
ン
構
造
」
は
、
最
後
に
黒
糖
の
風
味
が
口
い
っ

ぱ
い
に
広
が
る
贅
沢
な
つ
く
り
だ
。

伊
勢
神
宮
の
七
五
三
で
は
、
松
屋
製
菓
が
製
造

し
た
紅
白
飴
が
使
わ
れ
る
。
日
本
の
信
仰
の
中
心

と
も
い
え
る
場
所
で
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
祝

う
飴
を
作
る
こ
と
は
同
社
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
営
み
の
ひ
と
つ
だ
。

地
域
に
根
差
し
た
企
業
で
あ
る
こ
と
と
、
銅
釜

で
炊
き
上
げ
る
本
物
の
味
。
こ
の
両
輪
こ
そ
が
同

社
の
大
き
な
強
み
だ
。
目
標
は
「
直
火
焚
き
の
工

場
で
日
本
一
」。
規
模
を
拡
大
し
て
も
、
こ
れ
ま
で

の
製
法
は
守
り
続
け
た
い
と
濵
口
社
長
は
語
る
。

「
品
質
が
悪
く
な
っ
て
売
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
で
す
か
ら
ね
」

こ
の
一
貫
し
た
姿
勢
こ
そ
が
、
同
社
が
長
年
に

わ
た
り
支
持
さ
れ
て
き
た
理
由
だ
。
伊
勢
神
宮
の

鎮
座
す
る
地
で
銅
釜
に
火
を
灯
し
続
け
る
松
屋
製

菓
は
、
今
日
も
日
本
全
国
に
飴
を
届
け
て
い
る
。

直
火
焚
き
の
工
場
で
、
日
本
一
へ

▲松屋製菓本社外観（上）、できたての「みぞれ玉」（下）

▲本社工場ラインの一角▲高温で熱せられる 6 つの銅釜

▲ ▲松屋製菓のロ
ングセラー「生沖
縄黒飴」（右）と「み
ぞれ玉」（左）

な
ぜ「
銅
」で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
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な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
鍵
は
厳
重
な
つ
く

り
に
な
っ
て
お
り
、
管
理
は
大
宮
司
が
行
う
。
こ
の

扉
が
開
か
れ
る
の
は
年
に
3
回
の
み
だ
が
、
鍵
が
さ

び
る
こ
と
は
な
い
そ
う
だ
。

「
大
切
な
も
の
を
守
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
、
お
ま

つ
り
と
い
う
形
で
伝
え
て
い
る
、
と
お
考
え
い
た
だ

け
る
と
、
お
ま
つ
り
と
い
う
も
の
が
我
々
に
と
っ
て

非
常
に
身
近
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
お
分
か
り
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
」

御
扉
に
つ
い
て
そ
う
解
説
す
る
深
田
さ
ん
に
続
い

て
ご
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
日
別
朝
夕
大
御

饌
祭
（
ひ
ご
と
あ
さ
ゆ
う
お
お
み
け
さ
い
）
と
い
う

お
ま
つ
り
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
だ
。

「
毎
日
、
朝
と
夕
に
お
食
事
を
神
様
へ
お
供
え
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
野
菜
は
、
朝
は
葉
の
も
の
、
夕
方

は
根
の
も
の
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
朝
は
消
化
に
良

く
、
夕
方
は
滋
養
が
つ
く
も
の
。
こ
れ
は
我
々
の
食

生
活
の
智
慧
の
原
点
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

米
や
魚
、
海
藻
、
野
菜
、
果
物
、
そ
し
て
塩
、
水
、

酒
を
毎
日
欠
か
さ
ず
用
意
で
き
る
の
は
、
伊
勢
の
地

が
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
の
証
で
も
あ

る
。

「
伊
勢
に
は
、巨
大
な
建
造
物
を
建
て
る
た
め
の
『
木

材
』、
そ
れ
ら
を
運
ぶ
た
め
の
『
川
・
海
・
港
』、
大

勢
の
人
を
養
う
た
め
の『
水
と
土
地
』、す
べ
て
が
揃
っ

て
い
ま
し
た
」

な
ぜ
伊
勢
神
宮
は
こ
の
地
に
あ
る
の
か
、
そ
の
理

由
を
深
田
さ
ん
は
こ
の
よ
う
に
話
し
て
く
れ
た
。
天

照
大
神
の
鎮
座
地
と
し
て
選
ば
れ
た
伊
勢
に
は
、
地

の
利
と
い
う
側
面
で
も
必
然
性
が
あ
っ
た
の
だ
。

伊
勢
市
の
中
心
部
か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
に
あ
る「
外

宮
」
の
入
り
口
付
近
に
「
せ
ん
ぐ
う
館
」
は
た
た
ず

ん
で
い
る
。
池
に
面
し
た
建
物
は
外
宮
の
木
々
に
囲

ま
れ
て
お
り
、
館
内
の
通
路
か
ら
も
美
し
い
景
色
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

受
付
の
あ
る
ロ
ビ
ー
で
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
の

が
、
木
製
の
大
き
な
扉
だ
。
外
宮
の
最
奥
に
位
置
す

る
「
正
殿
」
に
つ
け
ら
れ
た
こ
の
扉
は
御
扉
（
み
と

び
ら
）
と
呼
ば
れ
、
通
常
は
間
近
で
目
に
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
こ
こ
に
展
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
昭

和
28
年
の
式
年
遷
宮
で
調
え
ら
れ
た
の
ち
20
年
使
わ

れ
た
実
物
だ
と
い
う
。
こ
の
扉
の
つ
く
り
を
深
田
さ

ん
に
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

「
ヒ
ノ
キ
の
一
枚
板
で
作
ら
れ
て
お
り
、
二
枚
重
ね

て
ひ
と
つ
の
扉
を
形
成
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど

幅
の
広
い
ヒ
ノ
キ
材
は
現
在
で
は
手
に
入
り
ま
せ
ん

の
で
、
今
は
貼
り
合
わ
せ
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
」

正
殿
の
錺
金
具
に
は
す
べ
て
銅
が
使
わ
れ
て
い
る

そ
う
で
、
扉
正
面
に
取
り
付
け
ら
れ
た
金
具
は
荘
厳

冒
頭
で
紹
介
し
た
「
御
装
束
神
宝
」
は
、
７
１
４

種
・
１
５
７
６
点
の
武
具
や
服
飾
品
か
ら
な
る
。
そ

の
す
べ
て
が
、
原
則
と
し
て
国
産
の
素
材
で
作
ら
れ

る
の
だ
。
金
・
銀
・
銅
だ
け
で
な
く
、
絹
や
革
と
い
っ

た
素
材
も
欠
か
せ
な
い
。
中
で
も
銅
は
、
道
具
を
形

づ
く
る
基
盤
と
な
っ
て
い
る
金
属
素
材
だ
。

「
１
０
０
年
か
ら
１
５
０
年
前
ま
で
は
日
本
国
内
で

も
銅
が
盛
ん
に
取
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
時
代

の
変
化
に
よ
り
、
か
つ
て
と
同
じ
よ
う
に
国
産
品
だ

け
で
賄
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
」

「
国
産
の
素
材
」
と
い
う
本
質
を
ど
う
守
り
続
け
る

か
。
法
律
や
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
答
え

を
探
り
続
け
る
こ
と
が
、
伊
勢
神
宮
に
と
っ
て
終
わ

り
の
な
い
問
い
と
な
っ
て
い
る
。

「
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
精
巧
な
道
具
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
職
人
が
、
今
こ
の
時
代
に
日
本
に
存
在
し
て
い

る
こ
と
自
体
が
、
本
当
の
す
ご
さ
で
す
」

な
ぜ
こ
こ
ま
で
素
材
に
こ
だ
わ
る
の
か
。
そ
れ
は
、

20
年
ご
と
に
道
具
を
す
べ
て
作
り
直
す
こ
と
が
、
技

術
と
素
材
の
知
識
を
次
世
代
へ
確
実
に
引
き
継
ぐ
た

め
の
シ
ス
テ
ム
だ
か
ら
だ
。
銅
を
加
工
す
る
技
や
文

様
を
彫
る
技
術
が
、
職
人
の
確
か
な
仕
事
に
よ
っ
て

受
け
継
が
れ
て
い
く
。

「
せ
ん
ぐ
う
館
」
の
最
大
の
見
ど
こ
ろ
と
言
え
る
の

が
、「
外
宮
正
殿
」
の
原
寸
大
模
型
の
展
示
だ
。
高
さ

は
約
12
メ
ー
ト
ル
で
、
現
役
の
宮
大
工
が
、
実
際
の

正
殿
と
同
じ
素
材
を
用
い
て
製
作
し
た
も
の
だ
。
深

田
さ
ん
が
、
正
殿
の
高
欄
に
備
え
付
け
ら
れ
た
き
れ

い
な
玉
を
指
し
た
。

「
居
玉
（
す
え
だ
ま
）
と
呼
ば
れ
る
五
色
の
玉
が
取

り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
五
色
な
の
か
は
分

か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
玉
を
宝
石
だ
と
思
わ
れ

る
方
も
多
い
の
で
す
が
、
実
は
金
属
で
す
。
銅
板
を

丸
め
て
、
漆
を
塗
っ
て
い
る
の
で
す
」

正
殿
の
御
扉
や
木
口
に
銅
を
使
う
理
由
は
、
装
飾

の
た
め
だ
け
で
は
な
い
。
木
材
に
水
が
し
み
こ
ま
な

い
よ
う
に
カ
バ
ー
す
る
目
的
も
あ
る
。
次
の
遷
宮
ま

で
は
大
工
も
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
20

年
間
修
繕
が
で
き
な
い
の
だ
。
銅
自
体
は
さ
び
や
す

い
素
材
の
た
め
、
漆
や
金
め
っ
き
を
施
し
た
金
銅
錺

金
物
（
こ
ん
ど
う
か
ざ
り
か
な
も
の
）
と
し
て
、
正

殿
を
守
り
続
け
る
。

伊
勢
神
宮
に
お
い
て
、
銅
は
単
な
る
材
料
で
は
な

い
。
神
様
の
道
具
を
形
づ
く
り
、
職
人
の
技
を
世
代

か
ら
世
代
へ
と
運
び
、
日
本
の
素
材
と
技
術
の
歴
史

を
支
え
る
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
だ
。

「
伝
統
と
は
、
た
だ
単
に
同
じ
こ
と
を
続
け
て
い
る

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
質
を
守
る
た
め
の
プ
ロ

セ
ス
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
伝
統
な
の
で
す
。
古
来
か

ら
あ
る
も
の
を
組
み
合
わ
せ
て
形
に
す
る
。
こ
れ
が

も
の
づ
く
り
の
原
点
で
あ
り
、
究
極
の
到
達
点
な
の

で
す
」

深
田
さ
ん
の
言
葉
が
館
内
に
静
か
に
響
い
た
。
20

年
に
一
度
、
銅
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
素
材

が
新
た
な
神
宝
に
姿
を
変
え
て
神
様
の
も
と
へ
捧
げ

ら
れ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
、
二
千
年
続
い
て

き
た
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
記
憶
が
宿
っ
て
い
る
。

日
々
繰
り
返
さ
れ
る
、
お
ま
つ
り
と
い
う
営
み

神
宝
に
息
づ
く
、
銅
と
い
う
素
材

銅
に
宿
る
二
千
年
の
記
憶

神様の道具に、銅が選ばれ続ける理由
　金一貫、銀十貫、銅三十五貫 ―― 伊勢神宮で 20 年に一度行われる「式年遷

宮」という神事では、社殿がすべて新しく建て替えられ、それにあわせて神様

の道具一式「御装束神宝（おんしょうぞくしんぽう）」も新調される。その御装

束神宝の調製に、国産の金属がこれほどの分量にわたって用いられてきたとい

う記録が残っているのだ。一貫は約 3.75 キログラムにあたるため、銅だけで

も実に約 130 キログラムもの量が使われてきた計算になる。伊勢神宮と銅に

は、どんな関係があるのだろうか。式年遷宮の歩みを伝える博物館「せんぐう館」

を訪ね、神宮学芸員の深田一郎さんに話を聞いた。

伊勢神宮を支える

▲神宮学芸員の深田 一郎さん

▲御装束神宝の製作
工程の展示

▲エントランスに展示されている
外宮正殿の御扉

▼外宮正殿の原寸大模型▼高欄の居玉

Reportage

▲ 1 年に 3 回開かれる
御扉の錠前（御鏁） 銅の秘密
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C o p p e r  T o p i c s

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
に
あ
る
関
水
金
属
・
富
士
見
工

場
の
敷
地
に
入
る
と
、
建
物
の
横
に
飾
ら
れ
た
電
気

機
関
車
の
前
頭
部
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
ロ

ビ
ー
の
壁
に
は
、
蒸
気
機
関
車
の
巨
大
な
動
輪
と

「
D
5
1 

8
0
2
」
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
掛

か
っ
て
い
る
。
鉄
道
好
き
な
ら
、
思
わ
ず
足
を
止
め

て
し
ま
う
空
間
だ
。
迎
え
て
く
れ
た
部
品
課
の
渡
辺

浩
さ
ん
と
石
川
拓
郎
さ
ん
に
、
ま
ず
同
社
の
歴
史
を

お
聞
き
し
た
。

「
も
と
も
と
は
、
ベ
ル
ト
の
バ
ッ
ク
ル
や
ネ
ク
タ
イ

ピ
ン
な
ど
を
作
る
町
工
場
で
し
た
。
創
業
者
が
鉄
道

模
型
好
き
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
会
社
の
機
材
で

部
品
を
作
っ
て
メ
ー
カ
ー
に
供
給
し
て
い
た
と
こ
ろ

か
ら
こ
の
事
業
が
始
ま
っ
た
ん
で
す
」

当
時
の
国
内
で
は
H
O
ゲ
ー
ジ
が
主
流
で
、
線

路
幅
12
ミ
リ
の
T
T
ゲ
ー
ジ
と
い
う
選
択
肢
も

あ
っ
た
が
、
同
社
が
選
ん
だ
の
は
欧
米
で
広
ま

り
つ
つ
あ
っ
た
9
ミ
リ
の
N
ゲ
ー
ジ
だ
っ
た
。

1
9
6
5
年
に
日
本
初
の
N
ゲ
ー
ジ
製
品
を
発

売
し
、
同
年
、
創
業
者
・
加
藤
祐
治
の
姓
か
ら

「
K
A
T
O
」
と
い
う
ロ
ー
マ
字
表
記
の
社
章
を
定

め
た
。
世
界
中
の
鉄
道
模
型
フ
ァ
ン
か
ら
愛
さ
れ
る

「
K
A
T
O
」
ブ
ラ
ン
ド
の
誕
生
だ
。

案
内
し
て
い
た
だ
い
た
応
接
室
の
机
の
上
に
、
N

ゲ
ー
ジ
を
形
作
る
銅
製
の
部
品
が
並
べ
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
中
の
一
つ
の
T
字
の
板
が
、
線
路
か
ら

取
っ
た
電
気
を
車
内
へ
運
ぶ
集
電
板
だ
。

N
ゲ
ー
ジ
の
車
両
は
、
2
本
の
レ
ー
ル
に
流
し

た
電
気
で
走
る
。
一
方
の
レ
ー
ル
か
ら
車
輪
が
拾
っ

た
電
気
が
集
電
板
、
集
電
バ
ネ
な
ど
を
経
て
モ
ー

タ
ー
を
回
し
、
反
対
側
の
レ
ー
ル
へ
戻
っ
て
い
く
。

レ
ー
ル
に
は
洋
白
、
車
輪
は
黄
銅
、
集
電
板
は
丹

銅
、
集
電
バ
ネ
は
り
ん
青
銅
と
、
回
路
の
多
く
を
組

み
立
て
て
い
る
の
は
性
格
の
異
な
る
銅
合
金
だ
。
目

の
前
に
あ
る
集
電
板
は
厚
さ
わ
ず
か
0
・
2
ミ
リ
。

他
の
元
素
を
混
ぜ
る
こ
と
に
よ
っ
て
性
格
を
変
え
る

銅
の
魅
力
を
、
渡
辺
さ
ん
に
た
ず
ね
て
み
た
。

「
通
電
性
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
や
は
り
加
工
性
で

す
ね
。
プ
レ
ス
や
切
削
で
、
こ
れ
だ
け
小
さ
い
も
の

を
作
れ
る
の
は
銅
な
ら
で
は
の
特
性
で
す
」

銅
の
回
路
で
線
路
を
走
る

冒
頭
の
集
電
板
は
、
車
軸
を
点
で
受
け
て
滑
ら
か

に
回
し
な
が
ら
、
車
輪
が
拾
っ
た
電
気
を
集
電
バ
ネ

へ
渡
し
て
い
る
の
だ
。

い
よ
い
よ
実
際
に
列
車
を
走
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と

に
。
線
路
に
乗
せ
た
車
両
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の

つ
ま
み
を
回
す
と
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
点
し
た
ま
ま
滑

り
出
し
、
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
を
入
れ
替
え
れ
ば
向

き
を
変
え
て
、
今
度
は
反
対
側
の
ラ
イ
ト
が
赤
く
灯

る
。
モ
ー
タ
ー
の
前
後
に
は
、
重
り
の
は
ず
み
車
が

付
い
て
い
る
。

「
こ
の
重
み
が
あ
る
こ
と
で
電
気
を
切
っ
て
も
余
力

で
走
り
ま
す
。瞬
間
的
に
電
気
が
通
ら
な
い
時
で
も
、

停
ま
ら
な
い
ん
で
す
よ
」

石
川
さ
ん
が
そ
う
説
明
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
ラ

イ
ト
の
ち
ら
つ
き
を
防
止
す
る
た
め
、
モ
ー
タ
ー
を

搭
載
し
て
い
な
い
車
両
に
は
ウ
エ
イ
ト
を
組
み
込
み
、

レ
ー
ル
と
の
接
地
を
安
定
さ
せ
て
い
る
。こ
れ
に
よ
り
、

脱
線
防
止
に
も
役
立
っ
て
い
る
。
そ
こ
ま
で
気
を
遣
う

の
は
、
電
車
の
〝
顔
〟
が
大
切
だ
か
ら
だ
と
い
う
。

装
身
具
か
ら
、
鉄
道
模
型
の
世
界
へ

▲部品課の渡辺浩さん（左）と石川拓郎さん（右）。背後は
D51 形の動輪とナンバープレート。

手
の
ひ
ら
に
乗
る
列
車
は
、

「
人
間
の
表
情
と
同
じ
で
、
窓
の
大
き
さ
と
か
、
ラ

イ
ト
の
配
置
が
ち
ょ
っ
と
で
も
ず
れ
る
と
、
顔
の
作

り
が
全
然
別
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
前
か
ら
見
る

と
、電
車
は
表
情
が
と
て
も
よ
く
分
か
る
ん
で
す
よ
」

と
渡
辺
さ
ん
は
語
る
。

顔
か
た
ち
を
決
め
る
の
は
、
車
体
を
成
形
す
る
金

型
の
精
度
だ
。
そ
こ
に
明
か
り
が
灯
る
と
、
表
情
が

生
き
る
。
こ
の
日
走
ら
せ
た
「
山
手
線
」
も
、
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ト
が
し
っ
か
り
と
光
っ
て
い
た
。
室
内
灯
は

オ
プ
シ
ョ
ン
で
、
フ
ィ
ル
タ
ー
を
替
え
れ
ば
蛍
光
灯

の
色
に
も
電
球
の
色
に
も
な
る
。
部
屋
の
照
明
を
落

と
し
、
窓
明
か
り
を
連
ね
た
列
車
を
走
ら
せ
る
の
も

N
ゲ
ー
ジ
の
楽
し
み
の
一
つ
だ
。

工
場
で
は
、
列
車
を
動
か
す
精
巧
な
部
品
の
製
造

工
程
を
見
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
切
削
機
械

は
小
さ
な
車
輪
を
、
プ
レ
ス
機
械
は
極
薄
の
集
電
板

を
次
々
と
作
り
出
し
て
い
る
。
削
り
出
さ
れ
た
ば
か

り
の
車
輪
は
、
切
り
く
ず
と
と
も
に
切
削
油
に
浸
か

り
、
網
目
の
上
で
鈍
く
光
っ
て
い
た
。
石
川
さ
ん
の

手
の
ひ
ら
に
大
小
三
つ
の
車
輪
を
載
せ
て
も
ら
う
。

い
ち
ば
ん
小
さ
な
も
の
は
指
の
先
ほ
ど
し
か
な
い

が
、
縁
の
立
ち
上
が
り
ま
で
滑
ら
か
に
削
ら
れ
て
い

て
、
小
さ
な
部
品
は
美
し
い
光
を
帯
び
て
い
た
。

プ
レ
ス
機
の
脇
で
は
、
帯
状
の
銅
板
か
ら
抜
か
れ

た
集
電
板
が
山
に
な
っ
て
い
た
。
端
材
は
リ
サ
イ
ク

ル
へ
と
回
さ
れ
る
と
い
う
。

人
の
手
で
組
み
立
て
る
工
程
の
一
角
で
は
、
作
業

台
に
小
さ
な
部
品
が
種
類
ご
と
に
小
分
け
さ
れ
て
い

た
。
白
や
青
の
樹
脂
の
リ
ン
グ
、銅
製
コ
イ
ル
の
山
、

金
色
の
小
さ
な
金
具
な
ど
が
、
手
書
き
の
名
前
を
記

し
た
テ
ー
プ
で
仕
切
ら
れ
て
並
ん
で
い
る
。
担
当
の

方
は
指
先
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
サ
ッ
ク
を
は
め
、
ピ
ン

セ
ッ
ト
で
そ
の
ひ
と
つ
を
つ
ま
み
上
げ
て
は
治
具
へ

9ミリのレールを列車が走る魅惑の空間

株式会社関水金属

▲応接室の机に並べられた N ゲージの銅製部品。

▲線路を走る山手線。ヘッドライトと
行先表示に明かりが灯る。

▲種類ごとに小分けされた小さな部品を、
指先のサックとピンセットでつまみ上げる。

▲石川さんの手のひらに乗る
黄銅製の車輪。

▲切削機械から削りだされた
ばかりの車輪。

▲入り口横に飾られた EF65 形の前頭部

運
ん
で
い
く
。
そ
の
手
元
に
迷
い
は
な
い
。
組
み
上

が
っ
た
モ
ー
タ
ー
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
光
景
は
、
小
さ

い
な
が
ら
も
壮
観
だ
っ
た
。

「
こ
れ
だ
け
の
小
さ
さ
で
す
か
ら
、
機
械
化
は
や
は

り
難
し
い
で
す
ね
」
と
渡
辺
さ
ん
は
話
す
。
部
品
を

つ
く
る
の
は
機
械
で
も
、
そ
の
先
を
引
き
受
け
る
の

は
人
の
指
先
だ
。

工
場
の
一
角
に
、
完
成
し
た
車
両
が
線
路
の
上
に

置
か
れ
て
い
た
。
濃
紺
と
ク
リ
ー
ム
に
塗
り
分
け
ら
れ

た
車
体
に
は
、
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
の
名
が
記
さ
れ
て
い

る
。
一
等
の
プ
ル
マ
ン
客
車
だ
。
電
気
を
通
す
と
、
窓

の
一
つ
ひ
と
つ
に
小
さ
な
明
か
り
が
灯
っ
た
。
精
巧
に

作
り
こ
ま
れ
た
テ
ー
ブ
ル
ラ
ン
プ
の
オ
レ
ン
ジ
色
の

光
が
窓
枠
の
内
側
で
滲
み
、
机
の
天
板
に
う
っ
す
ら
と

映
り
込
ん
で
い
る
。こ
の
光
も
、い
く
つ
も
の
銅
を
通
っ

て
列
車
内
ま
で
届
い
て
い
る
の
だ
。

「
銅
は
ほ
か
に
選
択
肢
が
な
い
ん
で
す
よ
。
代
わ
り

が
効
か
な
い
ん
で
す
」

渡
辺
さ
ん
は
そ
う
話
し
て
く
れ
た
。
人
の
手
で
組

ま
れ
た
銅
の
回
路
は
、世
代
を
越
え
て
引
き
継
が
れ
、

い
ま
も
誰
か
の
手
元
で
列
車
を
走
ら
せ
て
い
る
。

▲オリエント急行の一等プルマン客車。テーブル
ランプの明かりまで再現されている。

車
軸
の
先
端
を
55
度
に
、
集
電
板
の
穴
を
65
度
に
絞
る
。
わ
ず
か
10
度
の
差
を
つ
け

る
と
、
車
軸
は
面
で
は
な
く
点
で
受
け
ら
れ
、
ご
く
わ
ず
か
な
抵
抗
の
ま
ま
回
り
続

け
る
。
関
水
金
属
が
Ｎ
ゲ
ー
ジ
鉄
道
模
型
に
施
す
こ
の
加
工
は
、
線
路
幅
9
ミ
リ
、

実
物
の
１
５
０
分
の
1
と
い
う
世
界
の
話
だ
。
こ
の
小
さ
な
列
車
を
形
作
る
部
品
の

多
く
は
、
銅
で
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
製
造
現
場
を
見
せ
て
も
ら
う
た
め
、
日
本
初

の
Ｎ
ゲ
ー
ジ
製
品
を
世
に
出
し
た
同
社
の
富
士
見
工
場
を
訪
ね
た
。

新宿区にあるホビーセンターカトー東京には、精密な
鉄道模型の世界が広がっていた。ビルや住宅の窓には
灯りがともり、さまざまな種類の列車が高架を渡ってい
く。実際に車両を走らせられるコーナーもあり、魅惑
の空間が子どもから大人までを楽しませてくれる。

集電バネ（りん青銅）

集電シュー（りん青銅）

ブラシホルダー（黄銅）

モーター
（完成品）

ウォーム
（黄銅）

はずみ車
（黄銅）

車輪（完成品）

集電板（丹銅）

車輪（黄銅）

車輪（めっき仕上）

台車（完成品）

電
気
の
通
り
道
を
、
銅
が
受
け
持
つ

明
か
り
を
灯
し
て
電
車
は
走
る

機
械
が
つ
く
り
、
指
先
が
組
む
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尾
道
市
は
広
島
県
東
南
部
に
位
置
す
る
港
町
で
、

古
く
か
ら
商
都
と
し
て
栄
え
て
き
た
。
瀬
戸
内
の
美

し
い
景
観
に
加
え
、
海
と
山
が
近
接
す
る
独
特
の
地

形
も
魅
力
の
ひ
と
つ
だ
。
新
尾
道
駅
に
ほ
ど
近
い
高

台
に
建
つ
尾
道
工
場
は
、
今
年
で
創
立
41
年
を
迎
え

た
。
そ
の
歴
史
は
、
L
I
X
I
L
の
源
流
の
1
社

で
あ
る
伊
奈
製
陶
株
式
会
社
の
時
代
に
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
。
工
場
長
の
横
山
晶
さ
ん
に
、
尾
道
に
工
場
が

建
て
ら
れ
た
経
緯
を
伺
っ
た
。

「
近
く
で
良
い
土
が
採
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
最

初
は
土
地
だ
け
を
購
入
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
10

年
ほ
ど
は
空
き
地
の
ま
ま
で
し
た
が
、
水
栓
金
具
の

需
要
が
伸
び
、
既
存
の
彦
根
工
場
・
半
田
工
場
だ

け
で
は
供
給
が
追
い
つ
か
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

1
9
8
5
年
に
よ
う
や
く
こ
の
土
地
に
専
用
工
場

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
」

伊
奈
製
陶
の
社
名
が
I
N
A
X
に
変
わ
っ
た
の

も
、
ち
ょ
う
ど
工
場
設
立
の
頃
だ
。
以
来
、
水
栓
金

具
の
基
幹
工
場
と
し
て
、
L
I
X
I
L
尾
道
工
場

は
水
栓
関
連
の
製
品
を
幅
広
く
手
が
け
て
き
た
。

洗
面
所
や
浴
室
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
場
所
だ
が
、
水
栓
金
具
が
銅
合
金
で
で
き
て
い
る
こ
と
は

一
般
に
は
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
毎
日
の
よ
う
に
触
れ
て
い
る
こ
の
水
栓
金
具
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ

う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
製
造
工
程
を
見
せ
て
も
ら
う
べ
く
、
第
53
回
日
本
銅
セ
ン
タ
ー
賞

を
受
賞
し
た
L
I
X
I
L
尾
道
工
場
を
訪
ね
た
。

今
回
の
取
材
で
ま
ず
驚
か
さ
れ
た
の
は
、
考
え
抜

か
れ
た
工
場
見
学
の
ル
ー
ト
設
計
だ
。
会
議
室
で
の

概
略
説
明
に
始
ま
り
、
現
場
で
も
社
員
の
方
々
が
入

れ
代
わ
り
立
ち
代
わ
り
、
各
々
が
担
当
す
る
工
程
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
く
れ
た
。
尾
道
工
場
は
、

最
終
の
組
み
立
て
ラ
イ
ン
ま
で
一
貫
生
産
体
制
を
備

え
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
色
だ
。
加
熱
さ
れ
た
銅

合
金
の
棒
材
が
、
鍛
造
・
研
磨
・
め
っ
き
と
い
う
工

程
を
経
て
精
密
な
水
栓
金
具
へ
と
姿
を
変
え
、
完
成

品
と
し
て
梱
包
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
を
間
近
で
見
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
。

金
属
を
溶
か
し
て
型
に
流
し
込
む
「
鋳
造
」
に
対

し
、
金
属
を
叩
い
て
成
形
す
る
「
鍛
造
」
は
金
属
組

織
が
よ
り
密
で
均
一
に
な
る
と
い
う
。
実
物
を
見
な

が
ら
解
説
を
聞
く
と
、
水
漏
れ
を
許
さ
な
い
部
品
の

製
造
に
「
鍛
造
」
が
選
ば
れ
て
い
る
理
由
が
よ
く
理

解
で
き
た
。

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
多
く
の
工
程
が
自
動
化
さ

れ
る
一
方
で
、
人
の
手
に
よ
る
繊
細
な
作
業
も
随
所

に
残
っ
て
い
た
こ
と
だ
。
作
業
工
程
に
つ
い
て
、
横

「
自
慢
で
き
る
工
場
」の
か
た
ち

銅
が
紡
い
だ
品
質
と
誇
り

山
さ
ん
は
こ
う
語
る
。

「
形
状
が
複
雑
な
製
品
に
は
人
の
手
が
必
要
で
す
。

水
栓
が
正
し
く
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
の
最
終
確
認

も
、
人
が
行
い
ま
す
。
今
後
も
技
術
開
発
を
進
め
て

い
き
ま
す
が
、
人
の
役
割
は
ゼ
ロ
に
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
」

尾
道
工
場
で
は
金
属
加
工
の
工
程
を
「
膨
ら
ま
せ

る
」「
繋
げ
る
」「
鍛
え
る
」に
分
け
て
、そ
れ
ら
を〝
３

つ
の
魔
法
〟
と
名
付
け
て
い
る
。
デ
ザ
イ
ン
性
を
生

む
パ
イ
プ
加
工
か
ら
信
頼
性
を
支
え
る
鍛
造
・
切
削

ま
で
、
こ
れ
ら
の
魔
法
を
操
る
の
は
工
場
の
随
所
に

い
る
匠
た
ち
だ
。

品
質
を
守
る
仕
組
み
も
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
従
業

員
が
気
づ
い
た
こ
と
を
専
門
メ
ン
バ
ー
が
す
ぐ
に
現

場
で
確
認
す
る
体
制
が
あ
る
。
安
全
面
へ
の
配
慮
も

万
全
で
、
今
年
は
厚
生
労
働
省
の
奨
励
賞
を
受
賞
し

た
と
い
う
。

「
通
常
時
は
工
場
の
中
に
リ
フ
ト
が
入
ら
な
い
ん

で
す
。
人
と
の
接
点
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
」

こ
う
し
た
細
か
な
ル
ー
ル
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、

事
故
を
未
然
に
防
い
で
い
る
の
だ
。

銅
が
つ
な
ぐ
、
も
の
づ
く
り
へ
の
信
頼
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尾
道
工
場
の
象
徴
と
も
い
え
る
水
栓
部
材
は
、「
フ

レ
キ
ホ
ー
ス
」
だ
。

「
こ
れ
ま
で
生
産
し
た
フ
レ
キ
ホ
ー
ス
を
つ
な
げ

て
い
く
と
約
4
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
地
球
1
周
分
ほ

ど
に
な
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
去
年
、
そ
の
生
産
量
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
製
品
を
丁
寧
に
つ
く
り
あ
げ
る

工
程
の
積
み
重
ね
が
、
こ
の
途
方
も
な
い
数
字
に
つ

な
が
っ
た
の
だ
。
フ
レ
キ
ホ
ー
ス
に
も
欠
か
せ
な
い

銅
の
魅
力
を
、
あ
ら
た
め
て
横
山
さ
ん
に
伺
っ
た
。

「
リ
サ
イ
ク
ル
性
が
よ
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
耐

食
性
に
優
れ
、
加
工
性
が
非
常
に
よ
い
こ
と
も
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
鍛
造
、
バ
ル
ジ
加
工
、
機
械
加
工
な
ど
、

い
ず
れ
の
加
工
に
も
適
し
て
い
ま
す
し
、
め
っ
き
と

の
相
性
も
よ
い
で
す
ね
」

水
栓
金
具
と
銅
は
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に

あ
る
。

尾
道
工
場
で
は
、
環
境
へ
の
取
り
組
み
も
積
極

▲タッチレス水栓・ナビッシュ。手をかざすだけで操作でき、
給湯エネルギーの無駄遣いを防ぐエコセンサーも搭載している。

▲（上２枚）浄水器内蔵型シングルレ
バー混合水栓とめっき前のパイプ部分

（下）サントリーと共同開発したキッチ
ン用ミネラル浄水栓

▲人事総務課 チームリーダー 加藤諒さん（左）・工場長 横山
晶さん（中央）・管理課 課長 山口智嗣さん（右）

L
I
X
I
L
尾
道
工
場
に
み
る

家
族
に
自
慢
で
き
る
工
場

 

的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
浄
水
栓
や

タ
ッ
チ
レ
ス
水
栓
と
い
っ
た
エ
コ
商
品
に
加
え
、
工

場
の
屋
根
に
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
8
4
0
枚
設
置

さ
れ
て
い
る
。
削
り
出
し
で
生
じ
る
端
材
は
原
料

メ
ー
カ
ー
へ
戻
さ
れ
、
再
び
銅
合
金
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
っ
て
い
く
。

工
場
見
学
の
出
発
前
、
建
物
の
前
で
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
フ
レ
ニ
ャ
ン
」「
ス
イ
ニ
ャ
ン
」

の
パ
ネ
ル
と
一
緒
に
記
念
撮
影
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た

が
、
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
誕
生
の
裏
話
も
伺
う
こ
と

が
で
き
た
。

「
工
場
見
学
で
写
真
を
撮
る
と
き
、
何
も
な
い
と

華
が
な
い
ね
と
、
女
性
社
員
が
話
し
て
く
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
し
た
」

猫
の
町
と
し
て
知
ら
れ
る
尾
道
に
ち
な
ん
で
2
つ

の
名
前
を
つ
け
た
の
は
、
水
栓
事
業
部 

水
栓
製
造

部 

部
長
の
福
本
達
郎
さ
ん
だ
。
イ
ラ
ス
ト
は
、
発

案
者
で
も
あ
る
女
性
社
員
が
制
作
し
た
。
今
で
は
こ

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
刻
印
さ
れ
た
記
念
品
が
、
来
場

者
へ
の
お
土
産
と
し
て
手
渡
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
取
材
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、
誇
り
を
大

切
に
す
る
工
場
の
姿
だ
っ
た
。
毎
年
11
月
に
は
「
工

場
参
観
日
」
が
開
催
さ
れ
、
社
員
が
屋
台
を
出
し
て

約
2
0
0
名
の
家
族
や
地
域
住
民
を
も
て
な
す
。

「
数
字
も
大
切
で
す
が
、
知
人
や
家
族
に
自
慢
で

き
る
、
働
き
や
す
い
工
場
で
あ
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、お
の
ず
と
儲
か
っ
た
り
、

い
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い

う
の
が
我
々
の
考
え
方
で
す
」

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
工
場
長
だ
け
で
決
め
た
も
の
で

は
な
く
、
課
長
た
ち
全
員
が
同
意
し
て
作
り
上
げ
た

方
針
だ
と
い
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
リ
ー
ダ
ー
が
交
代

し
て
も
理
念
が
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
い
。
地
球
1
周
分

の
フ
レ
キ
ホ
ー
ス
も
、
猫
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
、
尾

道
工
場
で
働
く
人
た
ち
の
誇
り
そ
の
も
の
な
の
だ
。

▲猫の町・尾道にちなんだマスコット
キャラクター

水栓金具ができるまで

出荷

原料棒材

棒材加工品

鍛造品
加工後の鍛造品

めっき後の鍛造品

内部部品 内部部品組立後

射出成形機 自動組立ロボット

自動研磨機金属鍍金槽

トリミングプレス

NC旋盤

加熱切断

原料棒材

表面処理
（ショットブラスト）鍛造工程―鍛造

機械加工工程―棒材加工

機械加工工程―鍛造加工
マシニングセンター

研磨工程金属鍍金工程
めっき

組立検査工程完成品
樹脂成形工程 自動組立工程

熱で溶かしたペレット
(米粒状の樹脂)を金
型内に注入し、冷却し
て成形する「射出成
形」という方法で内
部部品を作ります。

出来た部品を他の部品と
組み合わせますが、一部は
ロボットで行っています。

750℃に加熱した原料を鍛造型にセットし
プレス。冷めた鍛造品のバリをトリミング型
にセットし、除去します。

棒材を使用し、穴・ネジ加工を行い、主に
丸い形状の組付部品を製造する。

部品を付けるための穴な
どを刃物やドリルで加工
します。非常に高い精度
が求められます。

約1mmの鉄の玉（スチール）
を放射し、トリミング後の残っ
たバリを除去します。更に製品
に付着した汚れも落とします。

鍛造品、内部部
品、周辺部品を組
み合わせ、製品を
完成させます。

性能検査では、実際に水や空気を通し
て、問題がないことを確認します。また、
外観にキズがないか、ハンドルがスムー
ズに回転するかなども全数検査します。

専用の治具に引っ掛け、薬品が入った槽に
浸けて鍍金(めっき)を施します。酸、アルカリ、
超音波などで表面の汚れを落とした後、
ニッケル、クロムの順にめっきをします。

）
脂
樹
（品
部
部
内

）
造
鍛
（体
本

地
球
１
周
分
の
フ
レ
キ
ホ
ー
ス
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せ
る
。
生
じ
た
微
細
な
凹
み
に
イ
ン
ク
を
詰
め
、

表
面
を
拭
き
取
り
、
湿
ら
せ
た
紙
と
と
も
に
プ

レ
ス
機
に
通
す
と
、
凹
部
の
イ
ン
ク
が
紙
へ
移

り
、
像
が
現
れ
る
。
イ
ン
ク
を
ど
こ
ま
で
拭
き

取
る
か
に
よ
っ
て
も
、
黒
の
深
さ
や
画
面
の
空

気
は
変
わ
る
。
銅
板
、
イ
ン
ク
、
紙
、
圧
力
の

す
べ
て
が
そ
ろ
っ
て
、
初
め
て
一
枚
の
作
品
に

な
る
の
で
あ
る
。
腐
蝕
中
の
変
化
は
目
で
確
か

め
る
こ
と
が
難
し
い
。
一
定
時
間
後
に
版
を
引

き
上
げ
、
刷
っ
て
初
め
て
線
の
深
さ
や
黒
の
強

さ
が
分
か
る
。

「
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
が

形
成
さ
れ
て
い
く
」。

中
林
さ
ん
は
、
そ
こ
に
銅
版
画
の
面
白
さ
が

あ
る
と
い
う
。
腐
蝕
の
進
み
方
は
気
温
や
季
節

に
も
左
右
さ
れ
る
。
夏
は
速
く
、
冬
は
遅
い
。

反
応
で
生
じ
た
気
泡
が
版
面
に
付
く
と
、
そ
の

部
分
だ
け
腐
蝕
が
進
ま
な
い
た
め
、
鳥
の
羽
根

で
丁
寧
に
払
う
。
狙
っ
た
深
さ
へ
近
づ
け
る
技

術
は
欠
か
せ
な
い
が
、
自
然
条
件
を
完
全
に
支

配
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
作
家
の
意
図
と
偶

然
が
重
な
る
と
こ
ろ
に
、
銅
版
画
な
ら
で
は
の

表
情
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

中
林
さ
ん
の
制
作
を
貫
く
の
が
、「
す
べ
て
腐

ら
な
い
も
の
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。

高
校
時
代
に
触
れ
た
詩
人
・
金
子
光
晴
さ
ん
の

言
葉
が
、
大
学
で
銅
板
を
実
際
に
腐
蝕
さ
せ
た
体

験
と
結
び
つ
い
た
。
銅
板
も
植
物
も
人
間
も
、
時

間
の
中
で
変
化
し
、
や
が
て
朽
ち
て
い
く
。
中
林

第
53
回
日
本
銅
セ
ン
タ
ー
賞
を
受
賞

銅
版
画
に
取
り
組
ん
で
六
十
余
年
。
自
ら
の
作
品
を
つ
く
る
た
め
に
銅
板
と
向
き
合
い
続
け
て
き
た
歩

み
と
、
東
京
藝
術
大
学
で
の
教
育
、
後
進
の
育
成
、
腐
蝕
作
業
の
安
全
性
向
上
へ
の
貢
献
が
評
価
さ
れ
、

第
53
回
日
本
銅
セ
ン
タ
ー
賞
を
受
賞
し
た
銅
版
画
家
・
中
林
忠
良
さ
ん
。

取
材
班
は
、
埼
玉
県
の
中
林
さ
ん
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
ね
た
。
室
内
に
は
制
作
途
中
の
銅
版
、
腐
蝕
槽
、
洗

浄
台
、
プ
レ
ス
機
が
並
び
、
長
年
の
仕
事
の
時
間
が
静
か
に
積
み
重
な
っ
て
い
る
。
薬
品
や
腐
蝕
液
か
ら
生

じ
る
蒸
気
を
排
出
す
る
設
備
も
設
け
ら
れ
、
制
作
と
安
全
へ
の
配
慮
が
一
体
と
な
っ
た
空
間
で
あ
る
。
中
林

さ
ん
が
銅
版
画
と
出
会
っ
た
の
は
、
東
京
藝
術
大
学
油
画
科
の
学
生
時
代
。
当
時
、
銅
版
画
を
目
に
す
る
機

会
は
少
な
く
、
大
学
二
年
次
、
駒
井
哲
郎
さ
ん
の
集
中
講
義
で
初
め
て
銅
板
に
触
れ
た
。
そ
れ
ま
で
扱
っ
て

い
た
の
は
、
柔
ら
か
な
筆
と
弾
力
の
あ
る
キ
ャ
ン
バ
ス
。
そ
れ
に
対
し
、
銅
版
画
で
は
硬
い
針
で
硬
い
銅
板

に
線
を
刻
む
。
わ
ず
か
二
週
間
の
授
業
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
異
質
な
感
触
は
強
く
心
に
残
っ
た
。
卒
業
時
に

大
学
院
が
設
置
さ
れ
る
と
、
版
画
や
技
法
材
料
を
学
ぶ
道
へ
進
み
、
以
後
、
制
作
と
研
究
を
続
け
て
き
た
。

見
え
な
い
腐
蝕
が
像
を
つ
く
る

銅
版
画
で
は
、
銅
板
の
表
面
を
防
蝕
膜
で
覆
い
、
針
な
ど
で
膜
を
取
り
除
い
た
部
分
を
薬
品
で
腐
蝕
さ

さ
ん
は
、
枯
れ
ゆ
く
植
物
な
ど
を
見
つ
め
な
が
ら
、

腐
蝕
を
単
な
る
技
法
で
は
な
く
、
世
界
の
成
り
立

ち
を
確
か
め
る
行
為
と
し
て
扱
っ
て
き
た
。

か
つ
て
完
成
し
た
銅
版
を
二
時
間
ず
つ
腐
蝕

液
へ
浸
し
、
そ
の
都
度
刷
る
実
験
を
、
延
べ
約

三
十
八
時
間
続
け
た
こ
と
が
あ
る
。
腐
蝕
を
重
ね

る
ほ
ど
線
の
角
は
丸
ま
り
、
像
は
薄
れ
、
霧
の
向

こ
う
へ
遠
ざ
か
る
よ
う
に
消
え
て
い
っ
た
。
作
品

を
生
み
出
し
た
腐
蝕
が
、
今
度
は
作
品
を
消
し
て

い
く
。
そ
の
恐
ろ
し
さ
と
面
白
さ
を
、
一
枚
一
枚

の
刷
り
か
ら
確
か
め
た
の
で
あ
る
。

年
齢
を
重
ね
れ
ば
身
体
も
思
考
も
変
化
す
る
。

作
品
も
同
じ
よ
う
に
変
わ
ら
な
い
は
ず
は
な
い
と

中
林
さ
ん
は
語
る
。
現
在
も
ア
ト
リ
エ
で
は
、
防

蝕
と
腐
蝕
を
幾
度
も
繰
り
返
し
な
が
ら
、
新
た
な

作
品
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
る
。

日
本
銅
セ
ン
タ
ー
賞
受
賞
の
席
で
中
林
さ
ん

は
、
銅
を
「
柔
ら
か
く
、
柔
軟
性
が
あ
り
、
人
間

の
感
性
を
受
け
入
れ
、
応
え
て
く
れ
る
材
料
」
と

表
現
し
た
。
削
ら
れ
、
腐
蝕
さ
れ
、
イ
ン
ク
を
抱

え
、
強
い
圧
力
を
受
け
て
、
銅
版
は
紙
の
上
に
像

を
残
す
。
中
林
さ
ん
に
と
っ
て
銅
と
は
、
思
い
通

り
に
操
る
だ
け
の
素
材
で
は
な
い
。
銅
版
に
一
方

的
に
形
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
素
材
の
変
化
を

受
け
止
め
、
そ
の
応
答
を
作
品
へ
返
し
て
い
く
関

係
な
の
で
あ
る
。
そ
の
関
係
は
対
話
で
あ
る
。
季

節
や
時
間
と
と
も
に
変
化
し
、
作
家
と
向
き
合
い

な
が
ら
一
枚
の
作
品
を
生
み
出
す
、
六
十
余
年
の

仕
事
を
と
も
に
し
て
き
た
相
手
な
の
で
あ
る
。

銅　芸術
COPPER                       ART

中林 忠良
 NAKABAYASHI, Tadayoshi.

―腐蝕とともに歩んだ60余年―

Copper  World
カパーワールド

1937 年東京都生まれの銅版画家。
東京藝術大学油画科在学中に銅版
画と出会い、以来 60 年以上にわ
たり、エッチングやアクアチント
によるモノクローム表現を追究し
てきた。「すべて腐らないものはな
い」を思想的背景に、腐蝕と時間
の痕跡を刻む作品で知られる。同
大学教授として後進育成にも尽力
し、2003 年紫綬褒章、2014 年瑞
宝中綬章を受章。日本藝術院会員。

転位 ’96 −地−Ⅰ  　　
（�エッチング、アクアチント、（黒白 2 版刷）44.2 × 34.5cm  

1996 年）

位置 ’19 −光−Ⅱ （�エッチング、アクアチント 36.5 × 79cm  2019 年）

③専用の紙を版の上に重ね、プレス機に
かけて強い圧力で紙にインクを転写する。

②不要な表面のインクを布などで丁寧に
拭き取り、溝の中だけにインクを残す。

①銅版画の工程。版全体にインクを塗り、
溝の中にインクを入れ込む。

東京藝術大学名誉教授

「
す
べ
て
腐
ら
な
い
も
の
は
な
い
」

感
性
を
受
け
入
れ
、
応
え
る
銅
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銅センターニュース

日本銅センター　役員を選出第 21 回アースデイ in 桐生 2026 に出展
News 01News 04

日本銅センター賞を選出 / 表彰

学都「仙台・宮城」サイエンス・デイ 2026に 参加

News 02

News 05

　日本銅センターは、理事会において令和 8 年度の役員を選出した。役員は以下の通り。

日本銅センターは、去る 2026 年 6 月 9 日、コートヤー
ド・マリオット銀座東武ホテルにおいて第 53 回日本
銅センター賞表彰式を開催した。受賞者は次の通り。

日本銅センターは、日本鉱業協会と共同で 2026 年 4 月 19 日、群馬大学理工学部桐生キャンパスで開催された「第 21 回アー
スデイ in 桐生 2026」に出展した。本イベントは、子どもたちの未来により良い環境を残していくため、身近な環境から地球
規模に至るまで考える総合的な環境イベント。日本銅センターは子どもたちに、限りある「銅資源」を有効に使うため、使用
済みの銅製品の回収から再び銅製品としてリサイクルされるまでの流れを紹介した。

日本銅センターは、2026 年 7 月 26 日、サイエンス・デイ 2026 東北大学多元物質科学研究所非鉄金属製錬環境科学共同部門
のブースに、住友金属鉱山、日本鉱業協会と共に参加した。

当ブースの出展プログラムは「銅ってすごい ! 活躍する金属 : 銅となかまたち」で、日本銅センターでは「銅の作り方を学ぼう、
資源とリサイクル」と学生の皆さんが主体となった「素材の違いを調べよう」「銅の熱伝導を体感する実験」を実施した。

当日は悪天候にもかかわらず、想定以上の子どもたちが参加し、銅鉱石など実物に触れながら銅や他の金属について理解を深めた。

「第13回高機能金属展大阪展 -METAL JAPAN-」に出展
News 03

日本銅センターは、日本伸銅協会と共同で 2026 年 5
月 13 日～ 15 日、インテックス大阪で開催された「第
13 回高機能金属展大阪展 -METAL JAPAN-」に出展
した。

展示内容は「銅の超抗菌・抗ウイルス性能」「銅のリ
サイクルの現状」「銅素材・加工品に関する最新情報」
の 3 項目。

CU STAR 認証製品、銅のフロー図とリサイクル原
料、銅管・銅電線・銅製熱交換器・銅加工品などを揃え、
PR を行った。

本号も銅に関する幅広いテーマをご紹介いたしました。

２つの歴史ある建物。「氷川神社」は60年ぶりの葺き替え、「伊勢

神宮」は式年遷宮ごとに御装束神宝の銅製品が新調されてきまし

た。銅の施工・加工技術が受け継がれてきたことが分かります。

銅製品のメーカー訪問では、｢銅電線｣「暖房・エコキュート」｢鉄

道模型」と、用途や形状、サイズの異なる製品を見学しました。そ

れぞれ銅の特性を生かし、素材の特徴に応じた使い分けや、高い

加工精度を実現する製造技術に触れることができました。

銅製品のユーザー訪問では、銅釜で製造されるこだわりの ｢飴｣ を

見学。創業時から続く製法と、どろどろに溶けた飴が印象的でした。

日本銅センター賞は２件。受賞者の皆様、おめでとうございます。

｢水栓金具｣ の工場では、｢３つの魔法｣ をわかりやすくご説明いた

だきました。｢銅版画｣ では、繊細な線の表現を生み出す技法が、

まさに化学の世界であることを実感しました。

　銅が持つ多様な可能性を実感しました。これからも銅の特徴を

生かしたものづくりをご紹介していきます。

	 編集デスク　小澤　隆（日本銅センター） 

〈委員長〉宇佐見隆行（古河電気工業㈱）
〈委員〉鉱山／和田久行（パンパシフィック・カッパー㈱）、
牛久和彦（三菱マテリアル㈱）、吉本俊（日本鉱業協会）
伸銅／�原田宗和（㈱神戸製鋼所）、根本優一 （（一社）日本

伸銅協会）
電線／�斎藤春彦（㈱フジクラ）、石川真樹（（一社）日本電

線工業会）
〈（一社）日本銅センター〉�桑山広司、波多野英明、山本裕司、

大久保清之、岩谷恵美子

・株式会社 LIXIL
水まわり製品での銅合金の需要への貢献。

・中林　忠良（東京藝術大学 名誉教授）
�長年にわたる銅版画表現の探求と技術の高度化、教
育活動を通じて後進の育成など、銅版画芸術の発展
に貢献。

 新任 	 会長　　池信　省爾
	 三井金属株式会社　代表取締役社長

 新任 	 副会長　　加藤　和照
	 三井住友金属鉱山伸銅株式会社　代表取締役社長

 新任 	 副会長　　井上　治
	 住友電気工業株式会社　代表取締役社長

 留任 	 専務理事　　桑山　広司
	 一般社団法人日本伸銅協会　専務理事
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表

紙

の

こ

と

ば

新
宿
区
の
ホ
ビ
ー
セ
ン
タ
ー
カ

ト
ー
東
京
に
広
が
る
鉄
道
模
型
の

世
界
。
山
を
抜
け
、
鉄
橋
を
渡
り
、

窓
に
灯
り
を
と
も
し
て
、
小
さ
な

列
車
が
今
日
も
走
り
続
け
る
。


